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Development of a curriculum to teach two different subjects jointly and interactively 
in elementary schools 
A proposal of combination of science and Japanese lessons 
Fumihide ISHI8ASHI， Shigeo OHSAWA， and Noriko TAKAK1 
Faculty ofHealth Science， Department ofChild Science， OsakaAoyama University 
Summary Camouflage， an interesting biological phenomenon， isobserved in nature. In a 3rd year's textbook of 
science for elementary schools， camouflage in insects for the defense purpose is poorly dealt with. On the other hand， 
a textbook of Japanese of the same series gives rich descriptions on this subject， although Iitle experimentaI evidence 
that would be obtainable in the field work is given. To fil these contradictions and deficiency gaps， the present work 
attempted to propose a curriculum named“Ninjas" innature， tocombine the science and Japanese subjects as follows: 
The 1st Iesson is to look for insects in the field as a science class， 2nd to leam Japanese wording for camouflage in 
“Kakusi-e" innature， 3rd to observe the ecology ofinsects and other creatures in the field， 4th to pay attention to hiding 
colors such as the vertical stripe pattem of the tiger and the mimicry of the octopus seen in nature just Iike Ninjas in 
nature， and 5th to make presentation and the sumrnarization. 























































































































は， 隠す場合も多く ，所謂 il、んぺい(隠蔽)色」と総じら
(a) どんなところに，どんなこん虫がいるのでしょ れる事象である。この事象は学習指導要領の目標である













































































心をもって追究する活動を通して .. . 
生物同土のかかわりについての見方や考え
方を養う。





























第l次 こん虫をさがそう i (1時間)
ほほ、従来の理科の教科書通りで，本授
業の導入としての項目
第2次 自然のかくし絵 i .ほご色(1時間)
ほぼ従来の国語の教科書通りで，昆虫
の保護色を取り上げた項目
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こん虫をさが
3 こん虫のすみ
























































. Iにんじゃ」は，自然の 「かくし絵」や 「隠れ模
様」を応用した隠れ術であることを理解する。







第 1次理科系 こん虫をさがそう i . 
野外に出てこん虫をさがしてみよう(1時間)
・教科書 ;理科， 22~25 ペ ー ジ。
-見つけることができるかな?
第 2次 国語系 自然のかくし絵 i . 
ほご色(1時間)





・教科書 ;理科， 22~25 ペ ー ジと 33 ペ ー ジ0
・国語，24~25 ・ 33 ペ ー ジ。
-野外でほこ色を調べよう
第4次 国語系 自然のかくし絵 11. 
自然のかくれもょう(1時限)
-教科書 ;国語， 40~41 ペ ー ジ。






第5次 国語系 「自然のにんじ ゃ」 のまとめ (1時限)
・学習した内容を感想文としてまとめ，皆で
発表しよう。
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4.各次の目標及び指導課程




































④児童を集合させ，記録ノ トー の収|・ 記録ノ トー をかばんに収納する。





⑤次の国語の授業には本日の記録 |・ 次の国語の授業に本日の記録ノ トー を持 |・ 全員集合しているか。
ノ トー を持参することを告げ，帰 | 参することをメモし，帰校する。
校させる。
-全員が帰校したか。










②セミやパ y タの体の色がどのよう |・ ほご色の意味を考える。
な状態なのかを考え，ほご色の意
味を考えさせる
③39ページ3行目からの段落 「この |・ 記録ノートを見ながら，野外観察学習で
ほかにも，ほご色 ・・・ 」で，記 | の昆虫探しについて感想や意見を述べ





④見つけることができた昆虫は何 |・ 発見できた昆虫について，どんな状況に |・「かくし絵」について何か知っ











⑦41ページ8行目からの 「こん虫 |・ 昆虫は，長時間休むときに身を隠すため




⑧42ページでは，見虫が動くと保護 |・ 先の野外観察で行なったように，昆虫を |・ 見虫は休む場所に似た色をす
色の護身効果が弱くなり捕食者に | 見つけるには， 草むらや木を揺って彼等 | る必要があることを理解し
発見されることを教え，先の野外 | が驚いて動くようにする方法が有効であ | たか。
観察のときのことを想起させる。 I ることを納得する。




































④キャベツ畑のアオムシが ・アオムシの体色が「ほご色」になってし、 |・ アオムシが付いているのは











⑧児童を集合させ，記録ノ トー の収 |・ 記録ノ ートをかぱんに収納する。
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①教室で，国語と理科の教科書に加 |・ 教科書，2回目の野外観察の記録ノート |・ 野外観察に持参した国語の教
え 2回目の野外観察授業の記録 | を机上に出す。 I 科書のコピーも持ってきたか。
ノ トー・ 図書 ・パソコンも使った
授業を行なうことを伝える。


















(シャク トリ ムシ)を見つけたこと， 小さ
な木の枝の色や形態によく 似ていたこと
を発表する。
④これら昆虫や小動物が体色や形態 |・ ツチガエ ルやアマガエルは発見できな
を環境に合わせて変化させる技 | かったことを述べる。
は，あたかも 「にんじ ゃ」 様であ |・ これらの 「かく し絵」の技は，
ることを伝え，図書やパソコンで I 0 被食者に接近できる トラの縦縞模様






















































































J. Osaka Aoyama University， 2010. vol.3 
